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 要  旨 
 
 
現在，ウェーブレット変換はノイズ除去や画像復元など様々な領域で応用され
ており，その中の成功例の一つとして画像符号化がある．ウェーブレット画像符
号化は，DCT画像符号化と比較して，その圧縮性能の高さや電子透かしとの相性な
どから，既にJPEG 2000などでの採用実績がある． 
本論文では，このウェーブレット画像符号化に焦点をあて，より高性能な画像
符号化実現を目的とする．ウェーブレットを画像符号化に適用する場合，高い圧
縮性能を実現するには直交条件と完全直線位相特性が重要となる．これらの条件
を満たす手法として，オールパスフィルタを用いた2チャネルウェーブレットフィ
ルタバンクが提案されており，優れた画像ロシー圧縮性能が得られている． しか
し，このウェーブレットにより画像ロスレス圧縮を実現する際にサイド情報が必
要となり，ロスレス圧縮では性能劣化の原因となっていた． 
本論文ではまず，必要となるこのサイド情報量を低減させる事で，効率的な画
像ロスレス圧縮の実現方法を示した．また，一般に可逆ウェーブレット変換では，
整数化処理により可逆変換を実現している．本研究の対象は画像の2次元信号であ
るため，1次元ウェーブレットを縦続接続して2次元信号に適用すると，整数化処
理が分散することにより誤差が増大し，性能劣化の原因となる．そこで，提案可
逆ウェーブレットを2次元非分離型構成へと拡張し，整数化処理の回数を減らす方
法を提案した．さらに，画像圧縮の際，多くの演算量が必要となる問題点に着目
し，ウェーブレット変換の乗算処理をビットシフトと加算処理に置き換える事で，
性能を維持しながら演算量の低減を図り，最適化を行った． 
自然画像に対して実際に圧縮を行った結果，JPEG 2000の可逆ウェーブレット
D-5/3と比較して，提案可逆ウェーブレットでは，分離型で0.02[bpp]，非分離型
で0.03[bpp]程度ロスレス圧縮性能が改善した．また，非分離型の可逆ウェーブレ
ットは，ロシー圧縮性能に関しても D-5/3以上の性能を示し，JPEG 2000非可逆ウ
ェーブレットD-9/7に対しても，低Bit-rate圧縮において，一部の画像では匹敵す
るロシー圧縮性能が得られることを示し，提案法の有効性を確認した． 
 
